










要約:小児期からの健康増進対策/生活習慣病予防のあり方を検討する目的で、1992(平成

4)年に東京都立川市において同市在住の 3歳児を対象にコーホート調査を開始し、当該コ

ーホートが小学校に就学した1996(平成 8)年に第 2回本調査を行った。本年度は、小児期

における効果的な保健指導のあり方を検討するための資料を得る目的で、第 2回本調査の

詳細な解析を行った。保護者からみた小児の「健康度」と生活習慣との関連を検討したと

ころ、小児の「健康度」は「運動の有無」「間食の摂食頻度」「生活の規則性」と密接に関

連していることが示された。保護者の小児の健康生活習慣に関連した情報源及びその採用

過程について検討したところ、情報入手源は、保護者の児の生活習慣への心がけに応じて

異っていた。マスメディアの情報内容が、個々の保護者によって採用され、行動や態度の

上に何らかの影響をもたらすまでの過程で、保護者をとりまく社会集団における対人的コ

ミュニケーションのネットワークや学校保健便りなどの身近なメディアが重要な役割を果

たしており、保護者が情報を有効に活用するための保健医療従事者や学校関係者などの専

門家が果たす役割の重要性が示唆された。また、第 1回及び第 2回本調査結果を照合し、

肥満のトラヅキングとその関連要因に関する検討を行った。BMI を quintile でみた場合

の西尾・森らの TrackingIndex を求めたところ・男子 4.46 ・女子 4.55 と、いずれもトラ

ッキングが認められるとする 1.O 以上であった。BMI そのものあるいは BMI を quintile

でみた場合の評価基準をどうするかが今後の検討課題であり、肥満度の変化をこれでみた

場合の生活習慣との関連性については今後検討する予定である。


